
   １１月１６日（金）、須崎市にある吾桑小学校の３・４年生２６名の児童が社会
科見学として大渡ダムへおいでました。 
   まず、ビデオ映像でダムの役割、ダムが完成するまでの工事の様子を見た 
後、疑問や気になることについての質問タイムを行いました。 
  

     

・ダムができて良かったこ 
 とは？ 
・ダムによって深さや高さ 
 は違いますか？ 
・ダムで1番つらいお仕事 

 は何ですか？     

質問 

操作室 ダム内部 ダム監査廊 

   最後に「ダムの目的や働きが分かりました。」とお礼をいただきました。 
今後も流域・近隣のみなさまにダムへの理解をさらに深めてもらうよう、しっか
りと取り組んでまいります。 

☆＊★＊☆＊★     最後に     ☆＊★＊☆＊★ 

ダムを見学したい方は、是非お越しください。見学のご連絡お待ちしています。 
（なお、原則平日の９：００～１７：００の見学とさせていただきます。） 
         連絡先TEL：０８８９－３２－２１２０ 

  操作室では、実際にダムを操作する機械や下流河川の警戒周知を行う機

械の説明をしました。また、貯水池が眺望できる場所ではダムの施設を間近
で見てもらいました。 
  その後ダム内部へ移動し、コンジットゲート（主放流設備）を実際に見てもら
い、迫力のある大きさに驚いているようでした。 


